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品種・前作・土壌窒素で決まる
ばれいしょの窒素施肥

近年の国内需要の高まりによって加工用ばれいしょの国
内供給量は不足しており、国産品の増産と安定供給が求
められています。
そこで、①加工・生食用ばれいしょ数品種について、基
肥の増肥あるいは追肥の増収効果を検討し、②トヨシロ
を中心とした加工用ばれいしょの規格内収量を向上させ
る最適窒素施肥量を算出する施肥技術を開発することを
目的としました。
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概 要 Abstract

成 果 Results
①窒素の増肥に対する増収効果には品種間差があります

①土壌診断に基づく窒素施肥対応は、トヨシロを主とした加工用
ばれいしょ全般に適用するものです。
②窒素供給量が高レベルであることが予想される場合には、土壌由来の
窒素供給量の正確な予測は難しいため本成果の適用には特に留意する必
要があります。

②規格内収量は窒素吸収量
(収穫期)と密接に関係します

③加工用ばれいしょの規格内収量を最大にする窒素施肥量を算
出できる施肥対応を下表のように組み立てました

熱水抽出性窒素
（ｍｇ／１００ｇ）

総窒素施肥量（ｋｇ／１０ａ）

てんさい跡 その他

１，２ １１ １５

３，４ ８ １２

５，６ ４ ８

７，８ ３ ７

９，１０ ３ ５

１１以上 ３ ３

計算例①：
熱水抽出性窒素が3.5mg/100g
の圃場でてんさい後にトヨシロを
作付けする場合は
総窒素施肥量8kg/10a
計算例②：
熱水抽出性窒素が3.5mg/100g
の圃場で大豆後にトヨシロを作付
けする場合は
総窒素施肥量12kg/10a
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